食品ロス削減総合実践エリア推進事業に係る
最優秀提案事業者の選定結果について
１　最優秀提案事業者

株式会社地域計画建築研究所 大阪事務所
評価点：86点（100点満点中）　※うち価格点等：12.6点（提案金額3,989,700円）
２　選定結果の概要
　（１） 提案事業者　全４者　（受付順）
・特定非営利活動法人Deep People
・株式会社ここにある
・株式会社地域計画建築研究所 大阪事務所
・特定非営利活動法人イー・ビーイング
　（２） 提案事業者の評価点　（得点順）
　　　・評価点:86点　※うち価格点等：12.6点 （提案金額：3,989,700円）
　　　・評価点:82点　※うち価格点等： 9.6点 （提案金額：3,976,000円）
　　　・評価点:74点　※うち価格点等：10.0点 （提案金額：3,812,600円）
　　　・評価点:70点　※うち価格点等： 9.6点 （提案金額：3,985,000円）

（３） 最優秀提案事業者の選定理由

　　最優秀提案事業者は、食品ロスに関する調査等の実績が豊富であり、高い事業遂行能力が見込めることに加え、協力店舗などの事業者が本事業後も継続して実施できる企画提案内容であった。
　なお、事業の実施にあたっては、大阪府及び協力店舗と十分に協議し、消費者の行動変容に結び付く取組について具体的に検討すること。
３　選定委員会委員（敬称略、順不同、○印は議長）
	所属
	委員名
	選任理由

	京都大学大学院

地球環境学堂　

准教授
	浅利　美鈴（○）
	産学公が連携した持続可能な地域コミュニティ創出に精通しており、エリア内廃棄物削減やSDGｓの観点から提案内容の適切さについて審査いただくため。

	京都経済短期大学

経営情報学科

教授
	小島 理沙
	食品ロスの発生抑制に関する経済学の手法を取り入れた検証に精通しており、事業者の視点を取り入れた提案内容となっているか審査いただくため。

	ビオラ法律会計事務所

弁護士
	山本 婦紗子
	法律に精通しており、不正競争防止や個人情報保護等に関する法的観点や選定手続きの公正性の観点から審査いただくため。


